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本日の目標

➢ Fortranの練習課題に取り組む。

➢ 微分方程式を数値的にどのように解くのか理解する。

❑ 計算機で表現できること

❑ 差分法の導入

❑ 拡散方程式を解いてみよう



３．整数を渡すと階乗の値を返す関数(function)を作ってみよう。

１．do文を使って，σ𝑖=1
10 𝑖を計算してみよう。

２．do文とif文を使って，1~1000に含まれる素数を書き出して，総数を数えてみよう。

練習課題

４．行列

を配列を使って定義し，A2，B2，ABを計算してみよう。

５．N×Nの行列を2つ渡すとその積を計算するサブルーチンを作ってみよう。

６．read文で標準出力からNを与えて，σ𝑖=1
𝑁 𝑖を計算するようにしてみよう。

７．open文でファイルを開き，sin(x)をそこに出力してみよう。



プログラムの例：練習課題１

K. Sekizawa 第4回：Fortran練習課題 Fri., Dec. 15, 2022

do文で整数iを1から10まで1ずつ増やす

isum・・・iの値を加えていくための箱

do文に入る前に，0に初期化

integer :: iarray(10)

do i=1,10
iarray(i)=i

end do

write(*,*) sum(iarray)

参考：配列を使った書き方

※配列の要素の和を求める組み込み関数：
sum(配列)

の計算

> gfortran 1.f90
> a.exe

55



プログラムの例：練習課題２ 素数の計算

K. Sekizawa 第4回：Fortran練習課題 Fri., Dec. 15, 2022

> gfortran 2.f90
> a.exe

2 is a prime number.
3 is a prime number.
:

997 is a prime number.
168

こっちは実数÷実数
→ 結果も実数

こっちは先に整数÷整数
→ 小数点以下切り捨て

→ 実数に型変換

両者が一致⇔割り切れている
→ カウンターに+1

1もしくは自分自身
でしか割り切れない

※余りを求める組み込み関数もある：
mod(a,b)



プログラムの例：練習課題３ 関数を使った階乗の計算

K. Sekizawa 第4回：Fortran練習課題 Fri., Dec. 15, 2022

← 使う関数名の宣言

← 関数に5を引き数として渡して結果を表示

← 引き数として受け取る整数

← 結果を返す整数

← i<0はif文で除外

← i=0は例外としてif文で対応

階乗の計算

メインプログラム

自作の関数

> gfortran 3.f90
> a.exe

120



プログラムの例：練習課題４ 3×3の行列の積の計算
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の準備

の準備

の計算



プログラムの例：練習課題４ 3×3の行列の積の計算
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> gfortran 4.f90
> a.exe
A^2

30          36          42
66          81          96
102         126         150

B^2
150         126         102
96          81          66
42          36          30

AB
30          24          18
84          69          54
138         114          90



プログラムの例：練習課題４ 3×3の行列の積の計算
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> gfortran 4.f90
> a.exe
A^2

30          36          42
66          81          96
102         126         150

B^2
150         126         102
96          81          66
42          36          30

AB
30          24          18
84          69          54
138         114          90

行列の積を計算する組み込み関数
matmulを使うと，これだけでいい



プログラムの例：練習課題４ 3×3の行列の積の計算
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> gfortran 4.f90
> a.exe
A^2

30          36          42
66          81          96
102         126         150

B^2
150         126         102
96          81          66
42          36          30

AB
30          24          18
84          69          54
138         114          90

行列の積を計算する組み込み関数
matmulを使うと，これだけでいい

和や差は，同じ要素同士で計算するだけ

→ A+Bと書けば，すべての要素が足される



プログラムの例：練習課題５
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↑ 関数の呼び出し

↑ 次元と行列を受け取る

↑ 結果はABに入れて返す

ループの上限は
受け取った次元に

> gfortran 5.f90
> a.exe
A

1           2
3           4

B
5           6
7           8

AB
19          22
43          50



プログラムの例：練習課題６
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の計算（Nは標準入力からreadする）

← を計算

最低限，
read(*,*) N
があればいい。

でも，意図しないものが来ることを想定して
いろいろと対応しておくといい。
例）
・0もしくは負の整数だったら，cycle文でもう一度。
・読み込みでエラーが出たら（整数以外が入力されたとき）
err飛び先指定子で指定行にジャンプ。
・正の整数が入力されていたら，exit文でdo文の外に出る。

エラーがあったら
行番号1に飛ぶ

ちゃんと正の整数を読めたら出てくる

> gfortran 6.f90
> a.exe
Enter a positive integer:
-10
Enter a positive integer:
?
Enter a positive integer:
10

55



プログラムの例：練習課題６
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の計算（Nは標準入力からreadする）

← を計算

最低限，
read(*,*) N
があればいい。

エラーがあったら
行番号1に飛ぶ

ちゃんと正の整数を読めたら出てくる

open(20,file=‘input.txt’)
read(20,*) N
close(20)

標準入力からではなく，
ファイルから読み込むこともできる

※装置番号は何番でもいい
しかし，環境によっては一桁のものは
使われていてエラーになることがある
→ なので，とりあえず10以上としておくと無難

10

input.txtの中身：



プログラムの例：練習課題７
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open文で装置番号10番に
sin(x).txtというファイルを
開いて・閉じた

刻み幅の定義

計算の過程で変更しないものには
parameter属性を付けるといい

装置番号10番のファイルに
書き出し

> gfortran 7.f90
> a.exe
> gnuplot
gnuplot> p “sin(x).txt” u 1:2 w lp

plotの略 usingの略
u 1:2 は1列目をx軸に，2列目をy軸にプロットするという意味
指定しないと1:2なので省略可

with linespointsの略
（点を線で結ぶ）

他に
w l (with lines, 線だけ)

w p (with points, 点だけ)

など



プログラムの例：練習課題７
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open文で装置番号10番に
sin(x).txtというファイルを
開いて・閉じた

刻み幅の定義

計算の過程で変更しないものには
parameter属性を付けるといい

装置番号10番のファイルに
書き出し

> gfortran 7.f90
> a.exe
> gnuplot
gnuplot> p “sin(x).txt” u 1:2 w lp

こんな感じで図示できればOK
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